


　　　　　学年別単位数 および実施時期/時間数

応用数学Ⅰ　　 2 通/２

応用数学Ⅱ 2 通/２

応用物理 2 通/２ 2 通/２

材料学 2 通/２ 1 後/２

工業力学 2 通/２

材料力学 2 通/２ 2 通/２

機構学 2 通/２

機械力学 1 前/２

熱力学 2 通/２

エネルギー変換工学 2 通/２

伝熱工学 1 後/２

流体力学Ⅰ 2 通/２

流体工学 2 通/２

情報処理演習 1 後/２ 2 通/２ 1 前/２

電気工学概論 2 通/２ 2 通/２

計測工学 1 後/２

自動制御 2 通/２

論理回路 1 前/２

機械工作法 1 後/２ 2 通/２

機械要素設計法 1 通/１

機械システム設計法 2 通/２

機械システム工学 1 後/２

機械工作実習 3 通/３ 2 前/４ 2 前/４

機械設計製図 2 通/２ 1 前/２ 2.5 前/５

機械工学実験 2 前/４ 2 前/４

機械工学概論 1 通/１

機械創造演習Ⅰ 3 通/３

機械創造演習Ⅱ 2 後/４

機械創造演習Ⅲ 2 後/４

機械工学総合演習 1 後/２

課題研究 1.5 後/３

卒業研究 8 前/6，後/10

機械英語演習 1 前/２

工学倫理 1 後/２

履修単位計 7 8 18 28 24

材料創製プロセス工学 1 後/２

生体材料学 1 後/２

流体力学Ⅱ 1 後/２

流体機械 1 後/２

内燃機関 1 前/２

機械工作法特論 1 前/２

切削工学 1 前/２

数値解析 1 前/２

学外実習 1 集中

開設単位計 1 8

履修単位計 0～1 2～3

7 8 18 29 32

7 8 18 28～29 26～27

27 24 16 6 6

34 32 34 34～35 32～33

５年

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

選
択
科
目

　
いずれか

３科目３単位
選択

専門科目開設単位合計

専門科目履修単位合計

一般科目履修単位合計

履修単位数合計

○平成２４年度実施教育課程表
専　　門　　科　　目

機　　械　　工　　学　　科

区分 科目名 備　考
１年 ２年 ３年 ４年



Manufacturing Practice
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Introduction to Mechanical Engineering
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Practice in Information Processing
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Machine Design Drawing
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Materials Engineering



Engineering Mechanics



Strength of Materials
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Information Processing

2
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Manufacturing Technology
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(Machine Element Design)
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Manufacturing Practice



Machine Design & Drawing
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Applied Mathematics
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Materials Engineering
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Strength of Materials
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3 6410
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SFD BMD
2

2
4

4

2

(15)
(25)
(40)



Mechanism

CAD



Thermodynamics

B-1 B-3 80% B-1 B-3 20%



Fluid Dynamics
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Practice in Information Processing

C C++

CAD



Outline of Electric Engineering



Instrumentation Technology

1

1
2
4

6

2
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2
2
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Machine System Design

1

3
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4
2
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60(50)
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Machine Design & Drawing

( ) ( ) CAD( ) ( )

( ) ( ) ( )
( )

( )
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16
22
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CAD A A4
10



Mechanical Engineering Laboratory



Synthetic Exercises in Mechanical Engineering

2

2
2

2

2

4

2

4

2

4

2

2
30(25)

(6)
(10)
(4)
(20)



Subject Research

CAD CAM



On the Job training



Mechanical Dynamics

Mechanical Vibrations Den Hartog

(50%) 50

1



20
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14



Heat Transfer

1 2

1
1

4

2
3
3

2

1
2
3

1
2
1

1

1

2

30 (25)

(7)
(7)
(6)

(20)



Fluid Engineering

2



Outline of Electric Engineering



Automatic Control

CAD

( )

PID PID



Logical Circuit

1



教 科 名       機械システム工学 （（（（Machine System EngineeringMachine System EngineeringMachine System EngineeringMachine System Engineering    ））））    
学修学修学修学修    

学年・学科名 

第 5学年 

  機械工学科 

【担当教員氏名】   常勤 近藤 司 

【教員室】    3 階        内線 6402            

単位数・期間 

1 単位 後期 週 2hr 

必修 

総時間数  45 時間 （中間試験・自学自習 20hr を含む実時間） 

教 科 書 な ど        

補 助 教 材       

参 考 書など 

システム工学（室津義定，大場史憲他；森北出版）、プリント（自作） 

学習到達目標：システム設計では、経済的、資源的、時間的制約など種々の制約の下で要求機能および性能

を満たす必要が生じる。その評価基準に照らして最良のものを選択する。それに関する解法として線形計画法

を取り上げ、その方法論と基本的なアルゴリズムを理解するための基礎知識を習得する(B-2)。 

生産システムは設備および工作機械などの要素で構成されている。その要素もまたサブとして機械システム

を構成している。その機械システムの要素および要素間の関係を明らかにし機能モデルとして表現方法を習得

することで、システム構築問題に対する最適な解決案を示す手法を理解する(F-2)。 

函館高専教育目標」および「複合型システム工学」プログラムの学習・教育目標との関連： 

Ｂ．専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

(B-2)基礎工学（設計・システム系）の基礎知識を持っている。 

Ｆ．問題解決のためのデザイン能力を持った技術者 

(F-2)問題解決のために複数の解決手法を考案し、それらを評価してその中から最適な解決案を示すことができ

る。 

学習上の留意点：授業範囲の暗記による知識の習得だけではなく、機械工学に関係する他のシステムと比較・

双対などを考えることで様々な分野への適用可能性を考える訓練をすること。 

評価方法： 中間試験(B-2,F-2)50％、期末試験(B-2,F-2)50％。授業態度の悪いものは減点する。 

必要とされる予備知識： 数学（線形代数） 

関連する科目：機械工作実習［1,2,3 年］、情報処理演習[2,3,4 年]、機械工作法［2,3 年］  

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

1. ガイダンス 

2. システムとシステム工学 

3. 最適化手法 

(1) 最適設計問題 

(2) 線形計画問題と定式化 

 

(3) シンプレックス法Ⅰ 

 

(4) シンプレックス法Ⅱ 

1 
2 
 

2 
1 
 

2 
 

6 

・ 授業の進め方、評価方法について理解する。 

・ システムについての基本的な考え方およびシステム

工学の概要を理解する。 

・ 最適設計問題の基本的な構造を理解する。 

・ 目的関数、制約条件が線形関数で表される問題とそ

の表現方法について理解できる。 

・ 対象問題を解くための、標準形の変換方法、シンプ

レックス表の作成方法について理解できる 

・ シンプレックス法を用いて、対処問題の最適なもの

見つけだすことができる。 

    ★後 期 中 間 試 験 2  

試験答案返却・解答解説 

4. システムモデリング手法 

 

5. 生産加工システム 

(1) 生産加工システム 

 

 

(2) 加工工程のモデリング 

 

(3) 加工工程の評価 

1 
2 
 
 

1 
 
 

4 
 

4 
 
 

・ 試験問題を通じて理解を深める。 

・ 解析の対象となるシステムの簡単化と抽象化の必要

性、モデリング手法(IDEF0)を理解できる。 

 

・ 入出力および処理の関係に基づいた生産加工工程を

理解できる。 

 

・ 製作図面を加工の観点から理解し、加工公差を考慮

した加工工程を IDEF0 によりモデル化できる。 

・ 加工対象に対して、複数の項目の観点で評価でき、

加工条件として最適なものを見つけだすことができ

る。 

★学 年 末 試 験   

 試験答案返却・解答解説 2 試験問題を通じて間違った個所を理解できる 

履修時数計 30(25) ※時間数は単位時間，( )内に実時間を示す． 

自学自習 

・ 予習・復習 

・ 定期試験の準備 

 

計 

 
(14) 
(6) 

 
(20) 

 

自学自習時間として、理解を深めるために日常行う予習

復習時間、および定期試験準備のための学習時間を 20 時

間以上確保する。 

 



Mechanical Engineering Laboratory





Graduation Research

DOHC

JPARC
Linux

KPCalc



5052

pH

23 22

ACL



Practice in Mechanical Engineering English





Materials Manufacturing Process

(B-2)

( )
( )
( )



Biomaterials
5

3 6410
1 2

B-2
F-3

(B-2 F-3) 100%

1

2

2

2

4

3

2
1

3

2

3

3

(10)
(10)
(20)



Fluid Dynamics

1

1

4
4
4

2
1

3

2

4

2

2
30(25)

8
12

(20)



Fluid Machinery

B-3 80% B-3 20%



教 科 名       内内内内    燃燃燃燃    機機機機    関関関関    （（（（Internal Combustion Engine））））    
学修学修学修学修    

学年・学科名 

第 5学年 

   機械工学科 

【担当教員氏名】   常勤 切 明 隆 司 

【教員室】     3 階   内線 6407           

単位数・期間 

1 単位 前期 週 2時間 

選択 

総時間数 45時間 (中間試験・自学自習 20hr を含む実時間) 

教 科 書 な ど       田坂英紀・佐藤忠教 共著  「内燃機関」（森北出版） 

補 助 教 材       

参 考 書など 

プリント（補講資料および演習問題）、燃料ポンプ模型 

学習到達目標： 

内燃機関は熱エネルギーを機械的仕事に変換する装置で、熱力学でのエネルギー変換理論を具現化した代表

的な熱機関である。内燃機関の理論や構造を理解し、専門的な基礎知識(B-3)や関連する他の分野の基礎知識

(B-3)を習得し、エネルギーや環境問題にも視野を広げ、装置技術の問題解決に応用できる能力を養う。 

「函館高専学習目標」および「複合型システム工学」プログラムの学習・教育目標との関連： 

(B) 専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

(B-3) 主となる専門分野の基礎知識、およびそれらと複合するための他の専門分野の基礎知識を持っている。 

学習上の留意点：講義は教科書に基づいて、板書または口頭での説明により進めます。授業中は説明に耳を傾

け、教科書をよく見て、必要な内容はノートに記述するなどして、理解しながら授業に臨むこと。分からない

ことがあれば質問すること。 

評価方法： 

 中間試験(B-3)40%、期末試験(B-3)40%、課題および小テスト（B-3）20%で評価する。 

必要とされる予備知識：熱力学の基礎、数学の基礎（微分積分）、化学（酸化反応） 

関連する科目：熱力学、エネルギー変換工学 

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

1.ガイダンス 1 学習の意義、授業計画、評価方法等について理解する。 

2.内燃機関の構造・作動 1 内燃機関の構造について理解し、作動を説明できる。 

3.内燃機関の熱力学 

1）内燃機関の熱力学的サイクル 

 2）理論空気サイクルと実際のサイクル 

2 熱力学的サイクルを理解し熱効率の計算ができること、そし 

て理論と実際のサイクルの違いを理解し説明できること。 

4.出力と効率 

 1）出力とトルク・仕事・有効圧力・燃費・ 

  熱効率 

2 内燃機関の性能特性である出力・トルク・有効圧力・燃費等 

の計算ができること。 

5.燃料および燃焼 2 燃料とその燃焼を理解し、混合比などの説明ができること。 

6.エンジンの吸排気と弁時期 2 吸排気系の基礎を理解し、ガス交換の重要性等の説明ができ 

ること。 

7.過給装置 2 過給装置の基礎を理解し、使用するねらい等の説明ができる 

こと。 

8.ガソリンエンジン 

 1）燃焼と混合気 

（この間、演習の実施、課題の提出） 

2 ガソリンエンジンの燃焼や混合気の形成等についての基礎 

を理解し、説明ができること。 

    ★前 期 中 間 試 験 2  

試験答案返却・解答解説および講義 2 問題の解説を通して自分の間違った箇所を理解できる。 

8.ガソリンエンジン（続き） 

2）火花ノックと燃焼室 

2 ガソリンエンジンのノックについて理解し、その対策につい

て説明ができること。 

9.ディーゼルエンジン 

 1）燃料と燃料供給 

 2）燃焼室 

4 ディーゼルエンジンの燃焼の基礎を理解し、燃焼に与える要

因等の説明ができること。また使用されている燃焼室の構造

や形式とその特徴について説明ができること。 

10.冷却と潤滑 

 

2 内燃機関の冷却の目的やその方法等について理解し、説明が

できること。 

11.エンジンの評価 

 1）出力性能・排気ガスと公害 

（この間、演習の実施、課題の提出） 

2 内燃機関の性能等の評価と環境に影響を与える排気ガス生

成の基礎を理解し、その対策等の説明ができること。 

★ 前 期 期 末 試 験   

試験答案返却・解答解説および補習 2 問題の解説を通して自分の間違った箇所を理解できる。 

履修時数計 30(25)  ※時間数は単位時間，( )内に実時間を示す． 

自学自習 

・予習・復習 

・課題レポート作成 

・定期試験の準備 

計 

 
(5) 
(7) 
(8) 
(20) 

自学自習時間として、理解を深めるために日常行う予習復習

時間、課題によるレポート作成時間、および定期試験のため

の学習時間を 20 時間以上確保する。 

 



Advanced Manufacturing Technology

1 2

1.
2.
1)
2)
3)
4) CAD 3

1
13

2
1

7

4

2

30(25)

(7)
(7)
(6)
(20)



6

2
1
1
2

2
2
2

1

1

2

(14)
(6)



Numerical Analysis

CAD


